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一
五
"
一
八
三 

三
三
ニ
、
七
ニ
六
、
六
四
七 

三
五
五•、
六
〇
六
、
ニ
一
三 

..三
六
ニ
、
四
五
六
、
五
o
六 

四
ニ
ニ
、
八
九
ニ
、

I

八一 

四
六
二
、
七
六
九
、
ニ
八
ニ 

.

•3
L
0九
、
六
五
〇
、
玉
六
六 

五
ー
五
、
六
八
三
、
三
五
三
. 

五
〇
九
、
六
〇.〇
、
六
四
七

.01)

當
座
預
金
總
額 

(

#
通
池

|:
小
0

ニ
〇
、
九
六
六
、
九
七
七
- 

三 

0
、
五 1

 

一
、
〇
〇
九 

.五
五
、
三
三.八
、
四
四
四 

七
八
、
三
九
◦
、
ニ
〇
〇 

1

ニ
五
、
こ
玉
〇
、
九
〇
〇 

一
八
五
、
七
二
 

m
、
〇
：it
ニ 

ニ
六
一
、
六
六
：三
、
九
四
八 

ニ
七
六
、
六
芄
七
、
ニ
六
四 

二
八
八
、
三
六
ニ
、
八
七
一 

三
四
四
、
一
七
一
、
〇
ニ
九 

三
六
〇
、
〇
七
四
、
六
四
五 

四
一
五
、
四
四
三
、
九
3
〇 

四
八
四
、
三
五0
、1
1
1七
：五 

七
一
七
、
〇
七
四
、
九
芄
玉 

五
八
七
、
六T

A
、
四
四
八 

3L
五
六
、
二

三

、
ニ
六
.
一

m

同
四
十
ニ
饵
末 

同
四
十
三
年
宋 

同
四
十

㈣
吣
ま
，
 

同
ぐ
四
十
玉
雉#
. 

:

大
正
：
ニ

鮮

末 

同

H

.
雄
末』 

「

同

:
•四

屯

末)

五
1
3?
.、
四
八
1、
七
三
九 

六
〇
四
、1H

ハ
、
九
〇1 

六
四
九
、
ニ
八
五
、
ニ
丸
七 

六
六
四
、
八
五
四
、
3£
ニ
四 

六
四
一
、
七
五
五
、
0
三
九 

「

五
八
五
、
〇
八
四
、
！

1
1八
五 

六
三
八
、
四
三
七
、
八
ニ
五

六
四
四
、
ニ
八
五"三
：

1

九
：
 

七

一

ー

、
ー
ナ
ハ
こ
、
ヰ
コ
ー

^
 

七
七
四
、
三
六
六
、
六
九
〇 

七
七
三
、
三.八
一
、
六

〗

1

】

九 

七
七
七
、
四
〇
八
、
八

1
1

 

七
九
ニ
、
三
ニ
三
、
六
五
四 

、
〇
ニ
〇
、
〇0
八
、
九
ニ
玉

ニ
1五
〇 

1
1

七
七 

!

ー
九
三

一H

ハ
三

一
二 

ニ

,

一
三
3£
四 

1

五
九
七

備

考

•、
本
表
は
；
K
il
l
-六
年
四
月
瞷

r

金
融
填
項
：參
考
沓
し
三
頁
及

'び.一
1
1
0
7

三
莨
に
摅
る
。

_

」

；，
、
：
通
貨
流
妞
額
は
予
の
所
謂
货
幣
流
通
額
に
し
て
、

(

ー)

硬
貨
、0

ご
政
府
紙
幣
、

(

三
}國
立
銀
行
紙
幣
、

(

四)

兌
換
銀 

:

:行
券
の.總
計
1;
リ
日
本
鈒
行
、
鎏
檝
銀
行
及
び
朝
鮮
銀
行
の
兌
換
券
別
換
準
備

‘
控
除
せ'る
も
の
打
リ
。

三
:>
;
常
座
顼
儉
總
額|:
は
小
ロ
當
座
掼
金
か
含
む
。

.•

'
パ
右
表
の
示
す
所
，に
，據
れ
ば
、明
治
ニ
十
六
年
末
に
於
け

る

通
貨
流
通
額
®

入
の
所
謂
貨
幣
流 

.通
額

}を
千
ど
す
れ

.
'
:
ば
，當
座
预
金
並
に
小
口
當
座
預
金
の
總
額
は
僅
か
に
八
十
八
に
當

.れ

.る

.
に 

達
ぎ
ざ
る
に
、大
正

|四

：
年

：
末

：
の

.比
率
は
千
五
瓦
九
十
七
に
上
れ
る
を
以
て
、我
國
に
'於
て
は
貨
幣 

ビ
预
金
と
の

•
.間
に
：

T

見
何
等
の

.

.關
係

Q
.

存
せ
る

も

.
の
な
き
が
如

.き

§1
.を
.呈
せ

b

o

S

れ
ど

、
吾 

人
は
我
國
に
於
け
る

.
銀
行
業
の
發
達
は
比
較
的
近

.時
の

.
現
象

U

し
て
，此
發
達
の
程
度
は
頗
る

第
十
二
盤

(

一四
'四五

)

’

論
說
流
通
货
幣
の
數

M
と
信
用
，
 

第ナ双.

こ七



第

十

二

卷(

一
叫
四
六

〕

論

說

流

撖

货

幣

の

妣

敖

ミ

信

川

 

笫

十

號
' 

H

A

:

著
し
き
も
の
あ
る
を
以
て
、兩
遨
の
比

^

-
も
亦
、
.甚
だ
し
く
變
泐
し
つ
、
あ
る
も
の
な
る
こ
と
を 

記
憶

.せ
ざ
る
可
か
ら
す
。

さ

れ

ど
、吾
人
ば
大
體

‘
^

於
て
我

.
國
の
當
座

■預
金
制
：度
は
明
治
三
十 

八
年

«

に
最
後
の
膨
脹
期
に
入
れ
る
も
の
な
り

.
ど
云
ふ
を
得
ん
か
。，如
何
ミ
な

.
れ
ば
、三
十
七 

年
迄
は
預
金
は
年
々
急
速
の
難
步
を
呈
し
た
る

.
も
尙
ほ
貨
幣
の
流
通
額
に
導
せ

.
ざ
b

し
：に
、三
 

十
八
年
に
ば
預
金
：は

：：

始
め
 

<
 
貨
幣
を
超
過
し
、其
後
に
於
け
る
貨
幣
.對
预
金
比
率
の
膨
腺
は
夫 

れ
以
前
の
率
に
比
す
可
く
も
、非
ざ
る
を
以
て
な
即
ち
、明
治
一
一
十
六
年
ょ

i

三
十
七
年
溶 

の
十
ブ
ヶ
へ
年
間
に
：此

〗

比
_

は
： 
<

十
：八
ょ
ぅ
九
百
八
十
一
，一
に
增
加
せ
し
も
、其
後
の
十
ヶ
年
間
に 

:
は
僅
か
に
千

O

四
十
七
ょ
り
千
五
百
九

' +

七
.に
增
進
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る
な

K

V

O
而
か
も
、明
治 

三
十

<

年

以

後

の

；
比

率

，ば’約
：
五
.
割
增
加
せ
：る

0

事
霄
を
指
摘
し
て
、貨

.
幣
對
.預
金
の
比
率
は
如 

何
な
る
論
據
に

.依
：es

•
て
二
定
す
る
の
傾
向
を
有
せ
り
と
云
ふ
こ

^

を
得
る
や
と
詰
問
す
.る
者 

ぁ
る
な
ら
ん
。

さ

れ
.
ど
、上
述
の
如
く
此
比

0

-

の
增
加
せ
る
，は
信
用
制
度
の
發
達
に

*
 

く
も
の

. 

な
b
 W

す
0

從
ヴ
て
、貨

#

と
«

金
と
が
果
し
て
一
定
の
比
率
を
保
つ
も
の
な
る
や
否
か
，を
講 

究
せ
ん
ビ
欲
せ
ば
、典
發
達
に
基

.
く
比
率
の
膨
脹
を
割
引
：せ
ざ
る
可
か

ら
.

オ

o

予
は
此
割
.引
を 

行
ふ
匈
め
、明
治
：三

+

五
，六
^ .

の
三
.
年
：の
均
率
：
'の
平
均
を
求
：め
之

5:
'

三
+

六
年
の
理
想
.比
率
と

三
十
七
年
末 

三
十
ん
¥
末

5

1
八 

1

〇

翌

九
八
ニ 

〇
.四
七
-

三
六 七

△1

四 

厶
四
三

な
し
鹿
に
大
正
ニ
、

|ニ、卿
の
三

.年
の
比
率
の
平
掩
を
訐
出
し
、之
を
大
正
三
年
の
®
想
比
率
ビ
し
、
 

a

に
此
兩
理
想
比

^
、

の
差
を
明
治
三
十
六
年
ょ
り
大
正
三
年
に
至
る

.
十
一
ヶ
年
を
以
て
除
し
、

>
9

得

た

る

商(

三

十

：
七
.?
標

準

也
.し
て
、三
十
六

.年
：乃
至
大
正
三
年
の
理
煺
比
率
を
黧
出
せ 

理
’想
比
率
は
、游

^

貨

#

.流
通
额
と
當
座
预
金
ど
が
常
に

1

定
不
變
の
割
.合
を
維
持
す
る
も 

茨
：

せ
ば
、實

の

，統
計
に
.表
は
る
可
き
比
率
な

i

と
す
。

從
つ
て

#

年
に
於
け
る
此
理 

比

f

:

實
際
比

•
 

ノ
レ
を
對
照
せ

^

流
通
货
幣
と
當
座
.预

金

^

の
間
に
.如
何
な
る
程
度
の
數 

的

關

. «
を

*

持
せ
る
や
を
知
る
こ
と
を
得
る
な
ぅ
。

:

左
表
：中

(

一)

は
理
想

_

£)

は
實
際

_

.
に
し
：て

‘(

三)

は
雨
者
の
差
を
示
す
も

の
な
う
と
ず
。

明
治
三
十
六
年
末

::
'

(

1)

八

通
货
對
预
金
の 

:

规
-

輝

率

九
八
一

(

ニ)

.

同

上
 

赞

際

率

九
-九
三

.

(

三)
(

一)

と
2

、ノ

と

の

差

A 

ニ一

(

四)

13
,卜
一
ょ

A
六
ニ

最 想 の 此

同

三

十

九

牟

末,

'同

©

十
M
末
.

.

敗
十
二
卷_

2
四
四
七
、

一
〇
九】

！
 

. 

一
 

§

セ 

」

ー
一
一if
f

ニ
六
3£ 

一
一
芫 

一
一H
九

つ

A.
—.
0

丨

仝

ハ
0 

諭
：
'
•
訛
 

'流

響

幣

：の'敬
啬
妃
信
用
-

,
.
:
レ
贽
屮
虢

九



笫

十

二

饴(

一.四
四
八)

論

說

同

四

十
5

钟 

一
ー
六
>> 

同
四
十
ニ
年
末

 

一ニ〇

H 

同
西
十
三
年
末

.；

. 
一
.

ニ
^
〇
■ 

M

四
十
四
作
末
，

.
J

.

::'
_l
ニ
七
七 

同
.
四
十
茧
咩
末

 

一

三
一

㈣ 

大
：止

ニ

，
年
末
 

i

3L
一 

In
]

三

.¥
末

. 

一
三
八
八 

.備
考

流
通
货
愤
の
敬
®
と
信
用

、

1
0九 V

ー
ニ
五
〇 

.1
1

七
七 

I

一

九

三
.

.

.

1
H

ハ
三

ニi 
ニ

1

三
五
四

.笫
十
號
-

二I

〇

.七
五
'

ニ
五 

厶
四
七 

A
九
七 

1

〇

三

aL
三 

八
四 

三
四 

一
五1 

1
〇

1 

.

1

四
〇 

九
〇 

三
四 

A
一
 

六 

他
は
：？
際
率!:
對
す
る
理
想
率
の
超
過
率
4*
承
す〈

ビ
の
間

厶
叩
か
附
せ
る
む
の
は
视
想
率
に
對
す
る
贺
際
率
の
超
過
率
^
苽
し
、
^——

——

.
右
表
中

(

三)

の
示
す
所
に
據
れ
ば
、貨
幣
流
通

.額
と
當
座
預
金

(

普
通
並
に

小口

)

總
额
ビ
の
間
に 

於
け
る
實
際
の
比

■
率
は
理
想
率
に
對
し
て
少
き
は
千
分
の
七
、多
き
も
三

W

十
五
の
開
き
を
示 

せ
：
A

に
愚
ぎ

•す
。

此
三
诉
十
五
の

_

を
‘呈

し

た

る

.年

は日露

戰
爭
後
投
撒
熟
の
盛
ん
な

$

し 

明
治
三

十

九
年
：
な

；

る
を
：以て
、假
り
に
此
年
度
を
除

く

と

す
：れ

«;
差
率
の
最
も
大
な
り
し
は
四 

卜
3 £

年
の
西
五

〗

十

I

な
!)

と
す
。
:

觅
に
、前
表
に

.示
す
咎
年
度
の

_

率
ょ
办

1

樣
に
五
十
を
減 

ず
れ
ば
、

(

四)

欄

に
示
す
が

如
く
.明
治

三
十
九
年
並
に
同
四
十
五
年
以
外
の
年
に
於
て
差
率
は

^
 

分
の
西
を
超
ゆ
る
乙
と
な
し

。

'

M

に
、明
治
三
十
九
年
‘は
日
露
戰
爭
の
影
響
ぁ
り
、又
大
正
三
年
以
後
は
今
次
歐
洲
戰
亂
の
影

一ニ五〇
 一一七七

(
I )

と(

ニ 

Y

AIX
一
 

W

の
差

I

超過

j

六
九
•
〇
〇

厶
八.ニ
*
七
玉

A 

.
ニ
 
全

O

明
治
四
十
 

一
¥ 

同
•,
:
四
十
ニ
印 

同
.
四

十

三

印

，

姐
貨
對
预
命
の 

理

‘

想
-
率

T

六

〇

。
〇

〇

」

ニ
ハ
七®1

五
ン

1

七
四

A 
一
一 

ニ
四
6
 

四
十
四
半
、
四
十
五
牢
及
び
大

率 に 

を 出 過 右  

保 楚 ぎ 表
rn
1

'
四

十

四

印

:

;

;

'

-

1
八
ー
。
七

五

ゾ

.
ャ

 

一

一
九
三
.

同
四
十
五
年
：
ぺ

':
;「

 

1
1

六五：

.

備

考

：
明
治
四
十
年
、
：四
十
ー
^
&
>

四
十
三
年
の
贸
際
率
の
平
均
‘
四
十
一
年
の
理
想
率
と

,
正
ニ
ハ
キ
の
：

V

隙
.率
の
平
均
か
四
十
五
年
の
理
想
率
と
し
て
爪
ひ
*
中
間
の
尔
U
對
し
て
は
比
率
が
他
¥
li
«
]一

の

割

合

^

以

て
 

墦
加
す
る
も
の
と
箭
做
し
て
理
想
率
か
計
算
ぜ
リ
。

の
.示
す

^ :

に
：解
 

率へV」

理
想
率

’の
開
は
最
低
千
分
の
一
一
半
、ゑ高
八
十
三

II 

す。 

' 

■

覜
之
、以
上
の
推
现
及
び
計
算
に
大
過
な
し
と
せ
ば
、通
貨
ご
常
座
预
金
と
は
一
定
の
比 

つ
倾
向
を
有
す
る
も
の
な
り
^
云

ふ

を

ん
.
力
。

it
_)

此
比

#

は
今
々

a.
al
l

せ
る
も

笫

十

ニ

您(

一
叫
W
九)

論

E

流
撖
货
幣
の
數
最
と
信
用

 

第
十
號 

一
二

•
 

-

響
を
受
け

た

る

も
の
.
な
る
を
以
て
、此
等
の
年
度
を
除

^

明
治
㈣

十
年
以
後
大
芷
ニ
年
迄
の
五 

ヶ
年
に
就
き
、前
ビ
同
一

 

'の
方
法
を
以

て

貨
幣
對
預
金
の

比

率
を
計
箅
す
る
に
犮
の
如
し
。



第
十
一
：
怨(

ー
叫
五
〇

)

論跳
流通

^
幣の數

f

倍用 

第
十
诚
ニ
三 

其
開
き
が
一
剡
以
上
に
出
づ
る
こ

S

殆
ん
ど
な
け
れ
ば
な
ふ
。

以
上
論
述
し
た
る
如
：

く
、
貨
幣
と

預
金

ミ
の
間
に
は
密
接
な
る
關
係
を
保
；て
る

が、
前
表
の
當 

座
预
金
の
總
計
は
，小
口
常
座
预
金
を
含
む
も
の
な
る
を
以

'
て
、今
假
、ぅ
に
、明
治
吆
十
年
以
降
に 

於
け
る

”
普
通
當
座
预
金
の
み
の
合
計
ビ
通
貨
と
の
關
係
を
觀
る
に
左
の
如
し
。

¥

明
治
四
十
年
末 
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